
様式１ 平成２９年度　　山梨県立韮﨑工業高等学校評価報告書（自己評価・学校関係者評価） 　

Ａ 4

Ｂ 3

Ｃ 2 あまりできていない。

Ｄ 1

番号 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 達成度 成果と次年度への課題・改善策 意見・要望等

①教職員の情報の共有化に努め、遅刻を繰り返す生徒の
原因究　　明を行い、継続的な指導に努める。

各月ごとの数的推移

②バイク・自転車安全運転教育・点検の充実と自転車の
交通ルール、マナー違反の改善に努める。

実施結果の検証

③７Ｓ活動の徹底、通学路のゴミ拾い、環境標語コンテス
ト等を実施し、環境美化意識及び愛校精神の涵養に努め
る。

アンケート及び実施結
果の検証

①わかる授業実現と評価方法の見直しを図りながら、生
徒の学習意欲の向上に努める。

授業アンケートと授業
観察

②基礎学力が不十分な生徒への補充的な課外学習等に
努める。

基礎力テストの結果
の検証

③自己実現にむけて各種進路行事・活動に積極的に取り
組ませるとともにコミュニケーション能力の育成を図る。

アンケート及び進路実
績の検証

①生徒会活動を通しての自主自律の精神と道徳性の
向上に努める。

アンケート及び活動実
績の検証

②指導内容の工夫や生徒による主体的な活動を推進し、
部活動の活性化を図る。

アンケート及び活動実
績の検証

③地域に開かれた学園祭の企画と立案や広報活動に
努め、積極的な取り組みを図る。

実施後アンケート結果

①企業実習や企業見学への事前指導を強化し、効果的な
インターンシップの実施に努める。

実施後アンケート結果

②進路実現・資格取得に向けて地域連携ものづくり事業
を
有効に活用する。

取得実績の検証

③産業技術短期大学校等の外部機関と連携し、国家技能
検定などの高度資格に挑戦させ合格者の増加を図る。

取得実績の検証

留意点 （１）重点目標と評価項目については，各学校の現状と課題に基づき，実情に合わせて重点化し，設定する。
（２）学校関係者評価については，年度当初に今年度の重点目標の現状と具体的対策を説明し，評価に必要な情報提供を計画的に行う。学校関係者評価実施日とは，最終回の学校評価委員会等を開催し，学校自己評価を踏まえて評価を受けた日とする。

4

3

4

4

・部活動等に生徒が意欲を持ち、前向きに取り組んでいることが、
結果として表れているとともに、学校のイメージアップに結びつい
ている。さらなる活躍を期待したい。
・ボランティア活動を通じて、心のこもった技術者の育成を目指し
ていることが伝わる。このような活動は、今後も推進すべきであ
る。
・部活動や各種大会において、優勝するなどよく頑張っている。
・学園祭において、工業高校らしい催しを見学することで、改めて
貴校の教育活動のすばらすさを感じる。

・インターンシップ、ボランティア活動等の取組により、社会と密接
に結びついている。まさに「社会に開かれた教育課程」の実施であ
り、高く評価する。今後も上手くいくように企業、地域と連携協力し
ながら推進してください。貴校は、地域として大切な学校である。
・技術者の育成という面では、よく資格を取得していると思う。ま
た、競技会、コンテスト等において生徒が習得した技能を発揮でき
る場があることは良いことである。社会に出たときは、資格が有利
に働く。今後も継続した指導をお願いしたい。
・３年間のキャリア教育を通じて、進路意識・目的意識を早い時期
から持たせる取組が、卒業時のキャリアアップにつながっている思
う。また、就職内定率１００％というすばらしい結果につながってい
る。

・生徒の様々な活躍や実績が、生徒の自信と帰属意識につなが
り、問題行動が減少していると思う。しかし、これだけの成果を継
続して行うには、先生方の手厚い指導など、大変な御苦労があっ
てこそだと思います。
・地域としては、用水路に蓋をして通学路の安全確保を図った。通
学路は、道幅が狭く、なおかつ曲がっている箇所があるので交通
指導を徹底し事故防止に努めてもらいたい。
・学校評価が上がることで、良き人材も多く集まると思う。充実した
環境の中で生徒個々の人間性、技術力のアップを目指して社会
へ送り出していただきたい。
・生徒は、良く挨拶をしてくれる。校歌も大きな声で歌えるように指
導をお願いします。

・家庭学習の取組については、学ぶ心の育成、学ぶことの大切さ、
チャレンジして自己肯定感を高めていくことの重要性を生徒に伝
え、学習習慣が身につくよう取り組むことが大切である。
・わかる授業の実現と生徒の学習意欲の向上に学校全体として取
り組んでいただきたい。
・人間としての在り方や生き方に関しては、勉強することが自分を
守る大切な手段となる。劣化しないように生徒は、常にスキルアッ
プ（技能･技術の向上）を目指してほしい。
・学校評価を見ると約８８％の生徒が韮崎工業の教育活動に満足
している。この結果は、先生方と生徒の信頼関係が充実している
ものと推察できる。

生徒の夢の実現と地域産業を支えるものづくり人材の育成 山梨県立韮﨑工業高等学校長 髙野　修

学校関係者評価

実施日　（平成30年2月16日）

ほぼ達成できた。（８割以上）

概ね達成できた。（６割以上）

本年度の重点目標

学校目標・経営方針

本年度の重点目標

４ 高度な知識・技術を習得した工業のスペシャリストを育成する

評価

年度末評価（３月１日現在）

１ 基本的な生活習慣を確立し、総合的な人間力を高める

・職員のアンケート結果でも約９７％
が基本的生活習慣への指導が計
画的に行われているとの回答であ
り、今後も継続して取り組み習慣づ
ける。
・基本的な生活習慣の確立に向け
て指導の徹底を図り、遅刻の撲滅
を図る。
・バイク、自転車の安全教育と整備
点検の充実を図るとともに、交通マ
ナーやルール遵守の指導徹底に努
める。

２ 基礎学力の定着を図り、生徒の進路実現及び夢の実現に努める

３ 生徒会活動・部活動を通して豊かな人間性と逞しい身体を育む

・部活動の活性化を継続的に図り、
主体的に部活動に取り組む生徒を
増加させる。
・工業高校としての特色を最前面に
打ち出し、地域への浸透を更に図
る取組を継続する。

・企業実習に関しては実施協力企
業の開拓を一層進め、特に製造業
を中心に進める。
・進路実現、資格取得に向けて地
域連携ものづくり事業を有効に活用
を図る。
・各種検定、資格取得の奨励と合
格者増加に向けての指導の工夫を
図る。

Ａ

不十分である。(４割以上)

達成できなかった。（４割以下）

良くできている。

できている。

できていない。

評価

自　　　　　己　　　　　評　　　　　価

達
成
度

・高校総体では、レスリング部の４年連続
団体優勝総をはじめ各部の活躍により総
合１４位の成績を収めた。ソフトテニス
部、弓道部、レスリング部、山岳・スキー
部が関東大会に出場した。
・太鼓部が全国総文祭、吹奏楽部が西
関東大会に出場したほか、写真部等も活
躍した。
・学園祭では、工業高校らしい企画の実
施に努めるとともに、地域に開かれた学
園祭を目指し、広報活動を積極的に行
い、多くの方々が来校した。
・企業実習は、事前打ち合わせを行い連
携体制を強化することにより、充実した実
習を行うことができた。
・企業、行政、学校関係者を交えた拡大
評議員会を開催することで、有意義な情
報交換を行うことができた。
・資格取得では、11年連続１０００件を突
破するとともに、ジュニアマイスターゴー
ルド１２名が認定され、その内５名が特別
表彰を受賞した。また、ジュニアマイス
ターシルバーに１１名が認定された。
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・各教科・科目の目標や評価方法
の見直しを図りながら、わかる授業
の実現に努める。
・授業改善プロジェクトを推進するう
えで、授業参観・全体研修会に加え
て行事を設定して全校的な推進を
図る。
・上級学校へ進学希望する生徒に
ついては、進学模試等の結果を活
用し、以後の学習の取組について
指導の工夫を図る。

自己評価結果

・生徒指導部、各学年による保護者への
通知及び教務部の遅刻者集計等の取組
により遅刻者とともに、欠席者も減少傾
向にある。
・県下一斉マナーアップ運動等に併せて
登校指導を行い、交通ルールやマナー
の徹底を図るとともに、バイク実技講習
会や交通安全宣言を通じて、交通安全に
対する意識の向上に努めた。
・実習での７Ｓの徹底及び月一回の通学
路のゴミ拾い等を行った結果、アンケート
では、８８％を超える生徒が肯定的な回
答であった。

B

Ａ

Ａ

生徒会活動・部活動の活性化と活動
を通して豊かな人間性と逞しい身体
の育成

4
高度な知識・技術を習得した工業の
スペシャリストの育成

1

2
基礎学力定着のための指導と個々の
生徒の進路実現及び夢の実現にむ
けた指導

・アンケートでは、約８６％の生徒が「先
生方は、わかりやすい授業を工夫してい
る」と回答をしている。今後も情報共有に
努め、授業改善に取り組む必要がある。
・アンケートでは、約９４％の先生方が
「補充的学習を行っている」と回答してい
るが、生徒の家庭学習の取組は、約５
０％の生徒が肯定的な回答と低調であ
る。
・進路に関わる行事等は、PDCAサイク
ルによる改善を行い、社会のニーズに対
応出来るように努めていく必要がある。

基本的生活習慣を確立し総合的な人
間力を高める指導の充実



様式２　（様式２　平成２９年度改善計画　学校用）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校名　(　　　　　　　　　　　　　　　                      ）   

No 項　　　目 現状と課題 Ｈ３０年度に目指すべき状態 ①Ｈ２９年度に実施する内容　②Ｈ３０年度に向けて検討する内容 達成状況

※達成状況：次のＡ～Ｄで評価し、各年度末に県立学校は県教育委員会へ、公立小中学校は市町村教育委員会へ提出する
Ａ　　達成できた　　Ｂ　ある程度は達成できた　　Ｃ　あまり達成できなかった　　Ｄ　達成できなかった　                 

（現状）
分掌の細分化は仕方ないが、仕事が多岐化している上、仕
事量に格差がある。
（課題）
分掌が多く、複数の分掌に所属している。

（現状）
行事が多く、授業に影響してくることがある。
（課題）
どのように行事を精選していくか。

全教員が、同等の仕事量を行える体
制作り。一人１分掌の校内体制づく
り。

（現状）
共同的な作業体制が成り立っていない部分がある。
（課題）
情報の共有はされているが、さらなる推進を図る。

会議を精選（２０％削減）し、会議時間
の短縮（1時間以内）を図るための根
回しの徹底。

紙ベースの資料削減（現状２０％減）。

6
地域人材の

活用

　平成２９年度版　改 善 計 画　  

4
業務の
効率化

5 部活動の
負担軽減

1
会議等の
効率化

2
学校行事の
負担軽減

3
校内組織の

見直し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校名：　山梨県立韮崎工業高等学校　　　　　　　　　　

（現状）
職員会議等の会議資料は事前に配付し、提案は要点のみ
説明するなど効率的に進行するように努めている。
（課題）
時間短縮のため、内容を精選したり、根回しが必要である。

教育目標に沿った内容から行事に優
先順位を付け、単年度ごとに見直しが
行える体制づくり。

A

B

A

B

B

A

①②教材等をデータで共有することで、教員間の協働性を高める。
①②分掌業務のマニュアル化、電子データの共有などにより作業効率を高める。
①②グレープを活用する。

①一人ひとりに責任を持たせるように公務を割り振る。

②分掌内だけでなく包括的に業務が特定の教員に過剰負担にならないよう、業務の平準
化を図る。

①企画・運営マニュアル等を整備・改善し、次年度の業務量の軽減を目指す。

②行事の目的や教育的効果を再検討し、廃止、縮減等による精選や実施方法の工夫に取
り組む。

①事前打ち合わせの励行に努める。
①会議資料の事前配付にて一読する時間を確保する。
①参集時間の厳守と終了時刻の設定をする。

②会議（委員会）の精選を検討する。
②会議･研修会の目的や内容の見直しを行い、効率よく効果的に実施するための方策を検
討し、実施回数や時間の削減を図る。

①旋盤、フライス盤の指導は技能士の人材を活用することにより、負担を軽減する。
②技能士の指導に立ち会う職員の負担が大きいので、仕事を分担し平準化を図る。
①②部活動やものづくり人材育成に関する地域人材の登用を目指す。

①ひと月に、きずなの日を設定するとともに、土日での完全休暇を一日以上目指す。
②ひと月に、きずなの日を設定するとともに、土日での完全休暇を二日以上目指す。
①②管理職は、指導回数が70回以上が見込まれる教員に対して、四半期ごとに部活動指
導状況について確認を行い、指導助言を行う。

職員全員が関わりを持ち、業務を分
担している状態。
外部講師を活用し、求められる資格を
必要な生徒に効率よく指導できる体
制づくり。

ひと月に、きずなの日を設定するとと
もに、土日での完全休暇を二日以上
目指す。

（現状）
技能検定の指導が大きな負担となっている。指導時間が
年々増加している。
（課題）
資格取得数、上級資格取得を争う傾向になりつつあり、放課
後や休日等の資格指導が多くなり、負担が増えている。

（現状）
一部の教員に負担が集中している。
（課題）
ひと月に、土日での完全休暇が一日もない状況もある。


